
　これまで戸籍には氏名のフリガナが記載されていませんでしたが、法律の改正により令和７年５月
２６日から新たに氏名のフリガナが追加されることになりました。
　また、この改正に伴い、フリガナとして記載できる読み方の規律も設けられました。

戸籍の振り仮名に関するお問い合わせ先

大仙市役所市民課　📞0187－63－1111　内線131・151

　　　　（平日8：30～17：00）

令和７年５月２６日以降に
出生届をするお子さんから

戸籍にフリガナが記載されます！

すでに戸籍に記載されている方

５月以降、本籍地の市区町村から戸籍に記載される予定の

フリガナの通知が届きます。（正しいフリガナの場合は届出

をしなくても１年後に戸籍に記載されます。）

Q 子の名として記載できないフリガナはあるの？

A 戸籍に記載される振り仮名については「氏名として用いられる文字の読み方として

一般的に認められるものでなけれならない」というルールが設けられました。たとえば

①漢字の持つ意味とは反対の意味になる読み方（例：高をヒクシ)

②漢字に対応するものに加え、これと明らかに異なる別の単語を付け足し、漢字との

関連性を認めることができない読み方（例：健をケンイチロウ）

③読み間違い、書き間違いかどうかはっきりしない読み方（例：太郎をジロウ）

④漢字の意味や読み方との関連性が認められない読み方（例：太郎をジョージ）

など社会を混乱させるものや、差別的・卑わい・反社会的な読み方については認められ

ないことになります。

Q フリガナに使える文字はどうなっていますか？

A 以下の文字になります。

ア イ ウ エ オ カ キ ク ケ コ サ シ ス セ ソ タ チ ツ テ ト ナ ニ ヌ ネ ノ

ハ ヒ フ ヘ ホ マ ミ ム メ モ ヤ ユ ヨ ラ リ ル レ ロ ワ ヲ ン ガ ギ グ ゲ ゴ

ザ ジ ズ ゼ ゾ ダ ヂ ヅ デ ド バ ビ ブ ベ ボ パ ピ プ ペ ポ

ヴ ァ ィ ゥ ェ ォ ャ ュ ョ ヮ ッ ー（長音記号）

令和７年５月２６日以降に出生届をするお子さん

出生届の際に子の名の文字と同時にフリガナも届出すること

で戸籍に記載されます。


